
 

 

 

記 者 配 布 資 料  

令和３年７月１２日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

（同時配布先：大阪市政記者クラブ） 

 

東横堀川（本町橋周辺） 水辺のにぎわい拠点「β本町橋」の開設について 
～大阪商工会議所の提言”まちなかを楽しむ小型船基地”が実現～ 

 
 

〔お問合せ〕大阪商工会議所 地域振興部（西田、玉川） 
ＴＥＬ：０６-６９４４-６３２３ 

 

 

大阪商工会議所 都市活性化委員会（委員長＝錢高一善・㈱錢高組 取締役会長）は、

都市景観の魅力発信に向け、水都大阪にふさわしいにぎわい創出に注力してきたが、そ

の一環で東横堀川の本町橋周辺エリアに設置を求めてきた水辺のにぎわい拠点が｢β本

町橋｣として８月２８日にオープンする。 

 

○ β本町橋は、東横堀川（土佐堀川と道頓堀川を結ぶ全長約３km の

河川）に架かる本町橋たもとの公園に新設されたにぎわい拠点。運

営は、大阪市と事業協定を締結したβ本町橋共同事業体（（一社）水

辺ラボ、㈱GROLIA、㈲リゾートバンク、大希産業㈱で構成）が担

う。都心の水辺・公園という立地を生かして、様々な人が交流でき

るレンタル・シェアスペースや飲食・物販コーナー、地域連携イベ

ントや舟運・水辺アクティビティなどの事業を実施する。 

○ 大阪商工会議所は、平成１８年に発表した「東横堀川・水辺の魅力向上プログラム」の

中で、本町橋周辺への船着き場の設置や沿川公園の再整備を提案。さらに、平成２４年

には、まちなかを楽しむ小型船基地の創設、民間参画を促進する仕組みづくりと管理運

営体制の構築などを求める「東横堀川（本町橋周辺）における、水辺の賑わいづくりに

ついて」を提言した。あわせて、地元のまちづくり組織である「東横堀川水辺再生協議

会」や「本町橋１００年会」の創設を主導してきた。 

○ こうした動きを踏まえ、大阪府、大阪市、関西経済３団体等で構成する「水と光のまち

づくり推進会議」（会長＝尾崎裕・大阪商工会議所会頭）での議論、具体化が進み、令

和元年１１月には大阪市が本町橋周辺エリアにおける新たな水辺のにぎわい拠点の管

理運営事業者を公募、選定された事業者が今後２０年間、β本町橋の運営を担ってい

く。 

○ β本町橋のオープニングイベントは８月２８日、２９日の２日間実施。水上アクティビ

ティや納涼クルージングの体験、水上キャンプのエキジビション、トークイベントなど

多様なプログラムを予定している。 

以 上 

＜添付資料＞ 資料１ β本町橋 概要 

       資料２ β本町橋 オープニングイベント概要 
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日常をアップデートする景色に出会おう

■ β本町橋 主な事業概要 参考

１.水辺・まち・人をつなぐキオスク ３.暮らしをアップデートするイチバ ５.水辺の未来を拓く舟運・水辺アクティビティ

２.やりたいを実現するレンタル・シェアスペース ４.水辺-まち-人の可能性を育てる水辺ラボ事業

●水辺・公園の日常的な維持管理

キオスク
屋外や船など好きな場所で楽しめるテイクアウト
のランチボックスや惣菜、ドリンクの販売をベー
スに、こだわりのセレクト品も販売します。β本町
橋でのまち・水辺・舟運の全ての受付機能を一元
化し、インフォメーション機能も備えます。

New BBQ
料理キットを活用した体験・コミュニケーション型
の飲食提供。

アウトドアダイニング
オープンエアで楽しむオリジナルダイニングを春と
秋に開催。

水辺を眺めるルームや水上に浮かぶ洋風屋形船な
ど「やりたい」を実現できるスペースを貸し出し、
「自分のお店を持ちたい」などの新たなチャレン
ジを応援、まちと水辺の元気につなげます。公募
によるキッチンパートナー選出も。

マルシェ
週に２回程度、大阪府内の農家さんと連携し、新
鮮野菜など日常生活に必要な食材を定期販売。
近隣住民さんや店舗さんが購入に来られる日常の
風景をつくります。

βイチ
月に１回程度、地域やβ本町橋のおすすめのお店
とつながるマーケットを開催。春や秋には、地元
イントと連携し、季節の顔を地域と一緒につくり
ます。

出典：キタの北ナガヤFacebook出典：EAT LOCAL KOBE HP

水上アクティビティ拠点
東横堀川の全天候型の立地
を生かし、雨天時も暑い日
も楽しめる都市型の新しい
水上アクティビティ拠点と
して運営を行います。

川と海のつながりを体感で
きる、まちなか発の釣り体
験クルーズなど、海まで航
行できる事業者の強みを生
かし、季節ごとにクルーズ
を実施します。

水面利用可能範囲を活用し、
水上・水辺の新たな可能性
を広げるため、水上活用実
験を重ねながらこれまでに
ない水上・水辺の利活用へ
つなげます。

出典：Water view cabin on 
Grandaddy Oak covered farm

季節毎のオリジナルクルーズ

新たな可能性を挑戦する水上活用実験

水辺のステーション・マリーナ事業
水都大阪の舟運活性化に寄与するため、人力船の
個人利用を受け入れるバースや、契約船舶が常時
保管係留できるマリーナを運営します。

水辺を日常的に快適に保つた
め、周辺環境に配慮しながら、
適正に維持管理を行います

β本町橋の活動を通じて得た収益や知見、ネット
ワークを地域に再投資し、水辺・まち・人の可能性
を育てます。

①調べる：調査研究事業
②考える：まちづくりにつ
ながる未来を描く活動
③やってみる：まちの課題
解決や新たな価値の創造に
向けて社会実験を実施
④伝える：情報発信や展示、
体験プログラムなど実施
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β本町橋 オープニングイベント概要 

 

【開催日時】 

令和３年８月２８日（土）10:30～20:00 

令和３年８月２９日（日）10:00～22:00 

 

【所在地】 

大阪市中央区本町橋４－８（東横堀川 本町橋北側） 

URL： https://hommachibashi.jp/ 

 

【プログラム】 

■セレモニー（テープカット等）※８月２８日（土）10:30 から実施 

 β本町橋の船出を祝って、地域のこどもとテープカット等のセレモニーを実施 

 

■アーティストが教える子どもアートワークショップ※8 月 28 日（土）のみ実施 

 水都大阪・東横堀川に寄り添ってきたアーティストの井上信太氏による、水鳥の巣箱づく

りワークショップ（予定）を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

■水上を楽しむ SUP 等のアクティビティ体験※８月２８日（土）・２９（日）とも実施 

 「涼み舟・隠れ家風（パラソル等）」に装飾した丸形サップ（注）ボートを浮かべ、東横

堀川の水上の涼しさを体感できるアクティビティを実施 

（注）サップ（SUP）：スタンドアップパドルの略称で、ボートの上でパドルをこいで水面

を進んでいく新感覚のアクティビティ 

 

 

 

 

資料２ 
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■かき氷を食べながらの納涼クルージング体験※8 月２９日（日）のみ実施 

 人気店とコラボした特性かき氷を食べながら、中之島の噴水や虹など、様々な「キラキラ」

を探しに行くきらめきクルーズを実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■β本町橋の設計チームによるβ本町橋施設ミニガイドツアー※8 月２８日（土）のみ実施 

 本町橋のたもとの公園に建てられた都心の木造２階建ての建物は、新しいまちのシンボ

ル。設計者の想いを語るミニガイドツアーを開催 

 

■水上キャンプのエキシビジョン※８月２８日（土）・２９（日）とも実施 

 新しい都心の水辺の楽しみ方の試行として水上キャンプを設置し、気軽な道具でおいし

いアーバンスタイルのキャンプ料理や過ごし方を体験 

 

■東横堀川の将来を展望するトークイベント※8 月２８日（土）17:00 から実施 

 β本町橋をフィールドに繰り広げられる新しい水辺の楽しみ方や可能性を、実践者たち

自らが語るトークイベントを開催 

 

 

【問い合わせ先】 

β本町橋共同事業体（担当：廣井） TEL:：０６―６５８３―３３３３ 

 


